
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％の
再生紙を使用しています。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
般
的

に
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」（
大
正
７
年
）、

「
ア
ジ
ア
か
ぜ
」（
昭
和　

年
）、「
香

３２

港
か
ぜ
」（
昭
和　

年
）、「
ソ
連
か

４３

ぜ
」（
昭
和　

年
）
と
言
わ
れ
て
い
た

５２

も
の
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

し
て
流
行
し
た
そ
う
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は

１
月　

日
号
の
表
紙
で
お
知
ら
せ
し

１５

た
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
街
中
で
も
マ
ス

ク
を
し
て
い
る
方
を
よ
く
見
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
、
外
へ
出
る
と
き

は
マ
ス
ク
着
用
、
帰
っ
て
き
た
ら
手

洗
い
・
う
が
い
、
そ
し
て
栄
養
を
十

分
と
っ
て
、
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と

る
よ
う
心
掛
け
た
い
で
す
。       
○Ｋ
 

次号は２月１５日号
発行日は２月１５日�です

企画展覧会

『広報えな』 ２月１日号、１部当たり
の印刷経費は約 １９.３円（税込み）です。

『琵琶湖の情景』

２月９日�～３月５日�

毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土日祝日を除く）休館

※会期終了後、３月６日�～８日�まで展示替え休館します。

　中山道の旅で出会うことができる湖は、諏訪湖と

琵琶湖。山間の道を行く旅人たちにとって、峠から

見下ろす湖の景は、なんともホッとさせてくれたこ

とでしょう。２月９日からの中山道広重美術館は、

歌川広重が描いた二つの「近江八景」シリーズを中心

に、琵琶湖をテーマとする展覧会「琵琶湖の情景」を

開催します。

　今さら言うまでもなく、近江八景とは琵琶湖とそ

の周辺を描いた歴史的な名所です。とはいえその出

典は、これも言うまでもなく中国の画題であり詩題

であった 瀟湘 八景にあります。近江八景は、この本
しょうしょう

歌の趣向を琵琶湖周辺の景に当てはめたもので、近

衛 信尹 （１５６５～１６１４）が詠んだ和歌によって、名所
のぶただ

として制定されました。そして江戸時代も中ごろに

なると、近江八景は出典である瀟湘八景を離れて名

所として独り立ちし、定着していくに至ります。

　本展覧会では、広重の天保黄金期といわれる天保

５年（１８３４）ごろの制作とされる「近江八景之内」

（横大判揃物）と、一方最晩年の縦構図によるシリー

ズ「近江八景」（安政４年：１８５７）を併せて展観し、

近江八景という画題を楽しみます。また水辺の "八

景 "という関連から、ご当地恵那を描いた名取春仙

「恵那八勝」をも展示します。なお本展は平成１６年度

新収蔵作品「近江八景」のお披露目展となります。

歌川広重「近江八景　石山秋月」

大判錦絵揃物、安政４年（１８５７）


